家庭礼拝　2012年2月1日　マルコ5章1－20　ゲラサの人
　賛美歌536　御恵みを受けた今は　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌357　力にみちたる
起

この5章には三つの物語が書かれています。今日はその最初の話の、悪霊に取り付かれたゲラサの人を癒す話です。残りは、死んで蘇ったヤイロの娘の話、とイエスの服に触れる女の話です。この三つの話は、絶望し死の恐れにおののいていた人々がイエス様を信じることによって、癒され、平安を得たと言う物語です。この前振りが、前回のイエス様が湖をお叱りになる話です。弟子達が恐れの中で、われを忘れていたところをイエス様の一喝によって正気を与えられたのです。このように恐れにおののく人々の話が4つ続いているのです。
今日の話はゲラサの人の話となっています。ゲラサというのはヨルダン川の東側ではありますが、ガリラヤ湖と死海のちょうど真ん中くらいにある、ガリラヤ湖からは大体100km近く離れた山奥の町です。これでは、ちょっと湖からは遠すぎます。マルコとルカ福音書ではゲラサとなっていますが、マタイによる福音書では向こう岸のガダラ人の地方とかかれており、ゲラサよりはずっと近いガダラとなっています。それでも、ガダラはガリラヤ湖の南端から直線距離でも10km以上あります。湖を横切ったところにある町と言えば、ゲルゲサという町がありますが、ここのことではないのかと言う解釈もあります。私もそんな気がしています。ゲルゲサをゲラサと聞き間違えたのかもしれません。
今日のこの聖書の箇所は、映像にしたならば、とても薄気味の悪い箇所になるでしょう。私にはここの箇所は、仏教で言うと三途の川、ギリシャ神話ではハデスの川を渡って、黄泉の世界を訪れているような気がするのです。イエス様がガリラヤ湖を発って向こう岸に渡ろうと言われたのは、夕方のことでしたから、10km以上も舟をこいでいき、しかも途中で、突風の嵐に見舞われたのですから、向こう岸についたのは真夜中か、遅くても夜明け前の出来事だったと思います。ですから、この場面は、薄暗い中での墓場にいる狂人との出会いの話となります。この墓場は、この狂人の心の中をも象徴しています。この人は、すべてが死んだものの世界、すなわち暗い過去に取り付かれて生きていたのだと思います。
湖とヨルダン川は、この地方を東と西に、明確に分けています。ユダヤ人の町はこの西側にあり、ユダヤ教はこの地域で、信じられていました。反対に東側は、異邦人の町々でした。デカポリス地方と言うのは、ギリシャ文化の影響を受けた、１０の町を意味しています。イエス様たちにとって、向こう岸に渡るとは、未知の異邦人の世界に飛び込むことであり、弟子達の不安な思いが、ガリラヤ湖で突風にあって恐れ不安になった弟子達を象徴的に表しているのだと思います。その一番暗くなったときの話が、ゲラサの人との出会いのときであったのだろうと思います。
承

さて、それでは聖書に沿って、その内容を聞いていきたいと思います。1節と２節です
マコ 5:1　一行は、湖の向こう岸にあるゲラサ人の地方に着いた。

マコ 5:2　イエスが舟から上がられるとすぐに、汚れた霊に取りつかれた人が墓場からやって来た。
イエス様たちが、ガリラヤ湖の反対側に着かれ、船から上がられると、その暗闇の中から、汚れた霊に取り付かれた人が墓場からやってきました。この当時は、真夜中はとても危険でした。一つは、強盗や追いはぎ、人殺しがいるかもしれないからです。そうでなくとも、夜は悪霊が徘徊しており、人に声をかけて、その人に取り付いてしまうと信じられていました。ここには汚れた霊に取り付かれた人が、真っ暗な中、松明のような明かりを持つイエス様たちを見つけてやってきたのです。その人は狂人だったので、どんな声を上げ、どんな姿でやってきたのか、想像するしかありません。弟子達の言葉はどこにもありませんが、その現れた人を見て驚き、きっと恐れていたに違いありません。この汚れた霊に取り付かれた人に関しては、次のように描写されています。3節から5節です。
マコ 5:3　この人は墓場を住まいとしており、もはやだれも、鎖を用いてさえつなぎとめておくことはできなかった。

マコ 5:4　これまでにも度々足枷や鎖で縛られたが、鎖は引きちぎり足枷は砕いてしまい、だれも彼を縛っておくことはできなかったのである。

マコ 5:5　彼は昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたたいたりしていた。

　　この人は、その狂気のゆえに、人々から忌み嫌われていました。そして墓場へと追いやられ、足枷や鎖で縛られていました。ですがその鎖をも引きちぎり、足枷は砕いてしまって、誰も彼を縛っておくことができませんでした。彼は完全に忌み嫌われ、阻害され、もう人間としての生き方ができなくなっていたのです。その思いが、彼を苦しめ、昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたたいたりしていたのだと思います。ですから、この人は本当の狂人と言うよりも、しっかりと意識があり、自分がどのようになっているかを自覚できて、そのことに絶望し、恐れ、苦しんでいたのだと思います。
そしてイエス様たちが船から下りると、真っ暗な中を近づいてきたのです。6節から8節です。

マコ 5:6　イエスを遠くから見ると、走り寄ってひれ伏し、

マコ 5:7　大声で叫んだ。「いと高き神の子イエス、かまわないでくれ。後生だから、苦しめないでほしい。」

マコ 5:8　イエスが、「汚れた霊、この人から出て行け」と言われたからである。

　　この人は、イエス様を遠くから見ると走りよってひれ伏したのです。何故でしょうか。私達は、神の前にひれ伏し、信仰を告白すれば立派な信仰者として認められるのではないかと思っているのではないでしょうか。ところが、この汚れた霊でさえも、イエス様の前にはひれ伏し、いと高き神の子イエス、と信仰告白をしているのです。この汚れた霊と、私達の信仰と何の違いがあるのでしょうか。この人は、イエスにひれ伏して、大声でこういいました。「いと高き神の子イエス、かまわないでくれ。後生だから、苦しめないでほしい。」この人は、イエス様に、もうかまわないでくれ、と言ったのです。私達も現実の生活の中でも、よく遭遇する言葉です。もうかまわないでくれ、もうかまわないでほしい。もう何もしないでほしい。なぜそういうのでしょうか。親子の中で、親しい人の間の中で、一方が何とか相手を励まし、正気に戻そうと一生懸命にやろうとすると、もうかまわないでくれ、と言われることがあるのです。そのとき、その人は絶望しているのです。もう何をやってもだめだ。どんなことをしても取り戻せない。もうかまわないでくれ、と思っているのです。親切からにしろ、愛情からにしろ、絶望している人がかまわれることは、苦しみをさらに深くするのです。だから、後生だから、苦しめないでほしいと言うのです。このゲラサの人も、苦しめないでほしいと言ったのです。
イエス様がいったい何をしたので、かまわないでくれ、と言ったのでしょうか。それは、イエス様が、この人に「汚れた霊、この人から出て行け」と言ったのです。ところが、このイエス様の言葉はすぐには実現しなかったのです。こんなことはめったにないのです。それほどこの霊の力は強かったのです。湖や嵐でさえ従ったイエス様の言葉は、このゲラサの人には通じなかったのです。それほどこの人の汚れた霊は、この人に取り付いていたのです。ですが、この人は、イエス様の言葉によって苦しみました。その汚れた霊が引き剥がされようとする苦しみを感じたのです。この人は、その苦しみを感じはしたけれども、それだけでは、この汚れた霊は私から離れることはないと硬く思っていたのです。ですからイエス様の言葉は無駄だから、ただ苦しめるだけだから、もうこのままかまわないでくれ、と言ったのです。イエス様とこの汚れた霊との戦いが激しく続いていたのです。続いて9節と10節です。
マコ 5:9　そこで、イエスが、「名は何というのか」とお尋ねになると、「名はレギオン。大勢だから」と言った。

マコ 5:10　そして、自分たちをこの地方から追い出さないようにと、イエスにしきりに願った。

　イエス様の二回目の試みは、その悪霊の名をつかむことでした。名前を知ることは、その正体が明かされることでした。それで、イエス様は、「名は何というのか」と尋ねました。ここでの会話は、普通の会話のように思えますが、私は、ここでの会話は映画エクソシストで語られた、悪霊と悪魔払いの牧師との壮絶な会話のように続いたのだと思います。「名は何というのか」と尋ねられて、その悪霊は答えました。「名はレギオン。大勢だから」と言いました。レギオンとは６０００名ほどの軍勢からなるローマの連隊でした。この人は、そのような多くの霊に取り付かれているのだから、もう何をやってもだめだと言う絶望感に打ちひしがれていたのです。ですが、イエス様は悪霊の名をつかんだのです。イエス様は、レギオンよ、この人から出て行け、と言えばさらに強い力で追い出すことができるのです。悪霊はそのことに気がついたのだとおもいます。自分たちをこの地方から追い出さないようにと、イエスにしきりに願った、と書かれています。
にらみ合いの続いている事態は、汚れた霊のほうから動き出しました。11節から13節です。
マコ 5:11　ところで、その辺りの山で豚の大群がえさをあさっていた。

マコ 5:12　汚れた霊どもはイエスに、「豚の中に送り込み、乗り移らせてくれ」と願った。

マコ 5:13　イエスがお許しになったので、汚れた霊どもは出て、豚の中に入った。すると、二千匹ほどの豚の群れが崖を下って湖になだれ込み、湖の中で次々とおぼれ死んだ。

　　周りの山で豚の大群がえさをあさっていたと言うのですから、ここは決してユダヤ人の住むところではありません。ユダヤ人は律法によって豚を食べることが禁じられていたし、豚に触れることもたぶん忌むべきこととされていたと思います。日本では考えられない、豚の放牧が何千匹もなされていたのです。その豚の大群を見て、汚れた霊は「豚の中に送り込み、乗り移らせてくれ」と願った、と書いてあります。この霊の力はとても強かったので、イエス様は汚れた霊どもにそれをお許しになり、霊どもは豚の中に入りました。すると2000匹ほどの豚の群れが崖を下って湖になだれ込み、湖の中で次々と溺れ死んだのです。この光景をその悪霊に取り付かれた人は見ていたはずです。そして豚の群れが、崖を下って湖になだれ込んでいくすさまじい様子を眺めて、自分の中から、あのレギオンの霊が次々と出て行くのを実感したのだと思います。イエス様が、豚の中に入るのをお許しになったのは、この取り付かれた人が、汚れた霊が自分から離れていくのを信じることができるようにするためだったのだと思います。このことを目撃して、この取り付かれた人は、もう自分には汚れた霊がいなくなったことを信じることができるようになり、正気を取り戻すことができました。あの深い絶望の中から、やっと人間としての意識を取り戻したのです。
転
さて、これで、レギオンとイエス様の戦いは終わりました。そして、次には現実の人間世界との戦いが始まるのです。14節と15節です。
マコ 5:14　豚飼いたちは逃げ出し、町や村にこのことを知らせた。人々は何が起こったのかと見に来た。

マコ 5:15　彼らはイエスのところに来ると、レギオンに取りつかれていた人が服を着、正気になって座っているのを見て、恐ろしくなった。

　２千頭の豚が次々に、崖を下って、湖に落ちていく異常な出来事を見て、豚飼いたちは恐ろしくなったのです。そしてすぐに、町や村にこのことを知らせに行ったのです。人々は何が起こったのかとそれを見に来ました。彼らは、湖に落ちた豚を見に行ったのではなく、イエスのところにやってきました。豚飼いたちが、イエスがこの災いをもたらしたと言ったのかもしれません。そこにはレギオンに取り付かれていた人が服を着て、正気になって座っていました。ですが人々はそれを見て決して喜ぶことはありませんでした。むしろ恐ろしくなったのです。なぜ恐ろしくなったのでしょうか。イエス様の力が、もっと大きな災いをもたらすと思ったのでしょうか。または、この悪霊に取り付かれた人が、また自分達と同じ社会に戻ってくるのを恐れたのではないでしょうか。むしろ、正気に戻らないで、墓の周りで鎖につながれているほうが良いと思ったのではないでしょうか。16節と17節ではこう書いてあります。

マコ 5:16　成り行きを見ていた人たちは、悪霊に取りつかれた人の身に起こったことと豚のことを人々に語った。

マコ 5:17　そこで、人々はイエスにその地方から出て行ってもらいたいと言いだした。
このレギオンに取り付かれた人を疎外していた人々は、その人が正気になって戻ってくることに後ろめたさを感じたのではないでしょうか。汚れた霊に取り付かれている間、この人にとった冷たい残酷な仕打ちに、後ろめたさを感じたのではないでしょうか。だから、この人々のイエス様に対する反応は、汚れた霊が言っていたと同じ、かまわないでくれ、と言うことなのです。あなたはこの男を正気にしたかもしれないが、私たちのことはかまわないでくれ。私達はこの男が狂人のままでいてくれてもかまわない、むしろ豚が失われないほうが良い。だから私たちのことはかまわないでくれ。これがその地方の人々の本音ではないでしょうか。この村人達の心はすでに、汚れた霊に占領されているのかもしれません。汚れた霊と同じことを言っているのです。そのような思いが、イエス様にこの地方から出て行ってもらいたい、と言う強い言葉となって出たのです。
イエス様たちはその言葉を受け入れて、すぐにその地方を発つことにしました。結局、イエス様たちがこの地方で救いを与えることができたのは、このレギオンに取り付かれた人、ただ一人でした。いったい、この人はその後どうしたのでしょうか。18節から20節です。
マコ 5:18　イエスが舟に乗られると、悪霊に取りつかれていた人が、一緒に行きたいと願った。

マコ 5:19　イエスはそれを許さないで、こう言われた。「自分の家に帰りなさい。そして身内の人に、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったことをことごとく知らせなさい。」

マコ 5:20　その人は立ち去り、イエスが自分にしてくださったことをことごとくデカポリス地方に言い広め始めた。人々は皆驚いた。

　　この癒された人は、イエス様と一緒に行きたいとお願いしました。それは当然だと思います。イエス様に癒された感謝の思いもあったでしょうが、それよりも、自分を狂人として扱い疎外し何の憐れみも、感じてくれなかったこの村人と、これから一緒にやっていけるとは思わなかったのだと思います。正気になった今でも、まだ疎外されている思いは強かったのです。ですがイエス様は、一緒に行きたいという願いを許しませんでした。そして、こう言われたのです。「自分の家に帰りなさい。そして身内の人に、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったことをことごとく知らせなさい。」

イエス様は、この人に社会復帰をすることを薦めたのです。そしてまず、自分の家に帰りなさい、と言ったのです。そこでは少しは受け入れてくれるかもしれないからです。そして、そこでなすべきことをイエス様は命じました。身内の人に、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったことをことごとく知らせなさい、と言ったのです。この言葉に従って、イエス様が自分にしてくださったことをことごとくデカポリス地方に言い広め始めました。どんなに感謝をこめて、このことを言い広めたかもしれません。これこそが、私達救われた者一人ひとりがなすべき宣教なのです。私達も、主に救われたものとして、主が私を憐れみ、私にしてくださったことをことごとく知らせるという、使命を与えられています。この癒された人は、イエス様に従っていくことができませんでしたが、そこにとどまって、イエス様に代わって、イエス様の働きを、その地方で十分にすることができたのです。これがイエス様に従うことではないでしょうか。
結

私達の宣教は何も難しい言葉を必要としないのではないのでしょうか。難しい知識も、理解も必要としないのかもしれません。語るべきことは、主が、私をどのように憐れんで下さったか、と言うこの一点だけです。この証を語れることは、信仰者としての喜びであり、主に仕える、大きな技です。このレギオンに取り付かれた人は、イエス様のことは何も知らないのです。ですがその主の憐れみを語ることができました。私は、墓でレギオンに取り付かれて、狂ったように叫び、体を石で打ちたたいている狂人のようであった。誰も近づくこともなく、誰も声をかけることもなく、誰も哀れむことはなかった。だが主は、私に近づいてくださった、そして私を憐れんで下さった。私はかまわないでくれと言ったが、主の憐れみは、私から、レギオンを追い出してくださった。私は、正気を取り戻し、今このように、主の憐れみと救いとを語っている。このように言い続けたのかもしれません。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様。あなたが私達、一人ひとりを憐れんでくださって、救いの恵みを与えてくださっていることに感謝いたします。あなたが悪霊につかれたゲラサの人に言った、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったことをことごとく知らせなさい、という御言葉をどうか、私自身への言葉として聞くことができますように。私達ももしかすると、疎外感を持ち、自虐的になり、どうしようもない絶望に陥っていたのかもしれません。ですが、あなたは憐れみを持って、私達を導いてくださいました。あなたのこの深い憐れみと導きに感謝するものです。

どうかあなたの憐れみが、恐れの中にあって、多くの苦しむ人々、嘆く人々、悲しむ人々の上にありますように。

どうか私達が、あなたの哀れんで下さったと事を、私達にしてくださったことをことごとく知らせるものでありますように。

そして、一人でも多くの人々と共に、あなたを賛美するものでありますように。
この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆悪霊に取りつかれたゲラサの人をいやす

マコ 5:1　一行は、湖の向こう岸にあるゲラサ人の地方に着いた。

マコ 5:2　イエスが舟から上がられるとすぐに、汚れた霊に取りつかれた人が墓場からやって来た。

マコ 5:3　この人は墓場を住まいとしており、もはやだれも、鎖を用いてさえつなぎとめておくことはできなかった。

マコ 5:4　これまでにも度々足枷や鎖で縛られたが、鎖は引きちぎり足枷は砕いてしまい、だれも彼を縛っておくことはできなかったのである。

マコ 5:5　彼は昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたたいたりしていた。

マコ 5:6　イエスを遠くから見ると、走り寄ってひれ伏し、

マコ 5:7　大声で叫んだ。「いと高き神の子イエス、かまわないでくれ。後生だから、苦しめないでほしい。」

マコ 5:8　イエスが、「汚れた霊、この人から出て行け」と言われたからである。

マコ 5:9　そこで、イエスが、「名は何というのか」とお尋ねになると、「名はレギオン。大勢だから」と言った。

マコ 5:10　そして、自分たちをこの地方から追い出さないようにと、イエスにしきりに願った。

マコ 5:11　ところで、その辺りの山で豚の大群がえさをあさっていた。

マコ 5:12　汚れた霊どもはイエスに、「豚の中に送り込み、乗り移らせてくれ」と願った。

マコ 5:13　イエスがお許しになったので、汚れた霊どもは出て、豚の中に入った。すると、二千匹ほどの豚の群れが崖を下って湖になだれ込み、湖の中で次々とおぼれ死んだ。

マコ 5:14　豚飼いたちは逃げ出し、町や村にこのことを知らせた。人々は何が起こったのかと見に来た。

マコ 5:15　彼らはイエスのところに来ると、レギオンに取りつかれていた人が服を着、正気になって座っているのを見て、恐ろしくなった。

マコ 5:16　成り行きを見ていた人たちは、悪霊に取りつかれた人の身に起こったことと豚のことを人々に語った。

マコ 5:17　そこで、人々はイエスにその地方から出て行ってもらいたいと言いだした。

マコ 5:18　イエスが舟に乗られると、悪霊に取りつかれていた人が、一緒に行きたいと願った。

マコ 5:19　イエスはそれを許さないで、こう言われた。「自分の家に帰りなさい。そして身内の人に、主があなたを憐れみ、あなたにしてくださったことをことごとく知らせなさい。」

マコ 5:20　その人は立ち去り、イエスが自分にしてくださったことをことごとくデカポリス地方に言い広め始めた。人々は皆驚いた。
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